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「かみ合わせ鋼板巻立て工法」は、橋脚の耐震補強工法として実績のある鋼板巻立て工法における補強鋼板の接合
において、機械式の継手を用いることにより継手性能の安定化と現場における施工の省力化を目標として開発され
た技術です。
「かみ合わせ鋼板巻立て工法」は、鋼板巻立て工法における鋼板の接合方法として開発された、鋸刃状の機械式継

手（かみ合わせ継手）を用いた工法で、橋脚に対して工場生産した成形鋼板で橋脚を囲み、あらかじめ成形鋼板の接
続縁に工場で溶接されたかみ合わせ継手を機械的に接合して一体化する工法です。

「かみ合わせ鋼板巻立て工法」は、以下のような特徴を有しています。

(1)	継手の品質が天候や溶接技術者の技量等に影響を受けません。

(2)	現場での品質管理が容易です。

(3)	鋼板の建込みと同時に接合が完了するため、鋼板を橋脚に仮止めするためのアンカーボルトの打設が省
略できます。

(4)	現場溶接のための仮設足場が不要です。

(5)	工期が短縮できます。

(6)	水中接合が可能であり、仮締切りが設置できない場合に有効な工法です。

(1)	高架橋、跨道橋、跨線橋、海洋・河川・運河横断橋の橋脚耐震補強全般。

(2)	特に、水中部においては溶接が不要であることから水中施工が可能です。
この場合、仮締切りが不要となることから、仮設工事費の削減、工期の短縮が期待できます。

(3)	溶接継手に比べて現場作業が省力化できることから、都市部における道路占有や交通規制期間が短縮で
き、交通への影響が低減できます。
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かみ合わせ鋼板巻立て工法
審査証明の結果

施工方法

① 鋼板建込

① 鋼板建込

③ モルタル充てん

② 鋼板閉合

④ 完　成

② 鋼板閉合 ③ モルタル充てん ④ 完 成

審査証明の結果、本技術は以下の性能を有していることが確認されました。

（1）強度
　継手強度が鋼板の母材強度以上であることから、継手として要求される強度を有している。

（2）変形追随性
　橋脚断面が矩形の場合、終局状態における鋼板のたわみが長辺長の0.21倍になっても継手が外れないこと
から、変形追随性を有している。

（3）じん性補強効果
　せん断スパン比3.0、軸力比0.1の柱に対して実験を行った結果、鋼板巻立てによりじん性率が溶接継手で
算定される値を確保できることから、溶接継手と同等のじん性補強効果を有している。

（4）施工性
　現場での品質管理が継手のかみ合わせ状態の確認のみであるとともに、鋼板の接合に要する仮設足場等が不
要であることから、施工が省力化できる。

　施工方法の概要を以下に示す。
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施工実績

　橋脚（河川内）2層式ラーメン高架橋柱 建築柱

主な施工実績一覧表 （2019年4月1日現在）

発注者 工事名又は工事場所 施工位置 工事数量 施工年度
東日本旅客鉄道 東北新幹線 地上 340 1996 年

横浜市 大黒大橋 水中 4 1999 年

東京都 日之出埠頭桟橋補修工事 水中 226 1998 ～ 2001 年

三越 三越本店耐震補強工事 建築 8 2003 年

東日本旅客鉄道 上越新幹線燕三条・新潟間高架橋耐震補強工事 地上 2,644 2004 年

東日本旅客鉄道 東北新幹線那須塩原高架橋耐震補強工事 地上 197 2006 年

国土交通省 両国橋耐震補強工事 水中 8 2008 年

国土交通省 言問橋補強工事 水中 2 2009 年

東日本旅客鉄道 東北新幹線大宮・小山耐震補強工事 地上 638 2010 年

西日本旅客鉄道 博多駅耐震補強工事 地上 243 2011 年

鉄道運輸機構 金沢駅 地上 26 2012 年

国土交通省 戸田橋耐震補強工事 水中 2 2012 ～ 2013 年

近畿日本鉄道 近鉄四日市駅耐震補強工事 地上 258 2013 ～ 2016 年

東日本旅客鉄道 山手線駅改良工事 地上 20 2013 年

近畿日本鉄道 四日市近鉄ビル耐震改修工事 建築 8 2016 ～ 2017 年

合  計 工事件数　1,300 件、工事数量　67,200 本
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